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浅井 忠「加茂川風景」

敏
潮
台

著
名
を
評
論
家
の
小
林
秀
雄
氏

は
「
ゴ
ッ
ホ
の
手
紙
」
と
い
う
、

す
ぐ
れ
た
本
を
書
い
て
い
る
。
彼

が
ゴ
ッ
ホ
に
打
ち
こ
む
こ
と
に
な

っ
た
き
っ
か
け
は
、
上
野
の
美
術

館
で
み
た
ゴ
ッ
ホ
の
最
後
の
作
品

と
い
ね
れ
て
い
る
、
オ
ヴ
ェ
ー
ル

で
措
か
れ
た

「
烏
の
む
れ
飛
ぶ
麦

畠
」

の
複
製
で
あ
っ
た
と
い
う
。

自
分
は
こ
の
複
製
の
絵
か
ら
た

い
へ
ん
な
街
激
を
受
け
、
そ
こ
に

坐
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
も
書
い

て
い
る
。
小
林
は
「
ゴ
ッ
ホ
の
手

紙
」
を
書
き
上
げ
て
か
ら
数
年
後

に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
美
術
館
で

本
物
と
対
面
し
た
。

最
近
は
印
刷
技
術
も
飛
躍
的
に

向
上
し
て
き
て
お
り
、
美
術
ブ
ー

ム
を
背
景
に
古
今
東
西
に
わ
た
る

名
画
を
集
め
た
画
集
が
続
々
と
出

版
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
数
万
円
と

い
う
値
段
の
も
の
が
多
く
、
欲
し

い
と
思
っ
て
も
手
が
出
な
い
。
居

な
が
ら
に
し
て
世
界
の
美
術
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
美
術
全
集
や

レ
プ
リ
カ
が
学
校
図
書
館
や
近
く

の
公
民
館
図
書
室
に
数
多
く
備
え

ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
人
た

ち
は
沢
山
い
る
に
ち
が
い
を
い
。

(
安
増

順
)



みる・かたる・つくる-

層別特

浅
井
忠
と

京
都
洋
画
壇
の
人
々

特
別
展
の
概
要

佐
倉
蒲
出
身
の
千
葉
県
ゆ
か
り

の
作
家
で
あ
る
浅
井
忠
は
、
黒
田

清
輝
と
並
ぶ
近
代
美
術
洋
画
史
の

巨
匠
で
あ
り
、
開
館
以
来
本
館
が

力
を
入
れ
調
査
研
究
を
す
す
め
て

い
る
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
昭
和

五
十
一
年
三
月
に
は
、
特
別
展

「
浅
井
忠
と
そ
の
師
弟
展
」
を
開

催
し
、
浅
井
が
近
代
洋
画
に
果
た

し
た
業
績
を
展
観
し
た
。

今
回
の
特
別
展
「
浅
井
息
と
京

都
洋
画
壇
の
人
々
」
で
は
、
指
導

者
と
し
て
後
進
の
育
成
に
活
躍
し

た
晩
年
の
京
都
時
代
に
焦
点
を
あ

て
、
浅
井
と
と
も
に
京
都
洋
画
の

基
礎
を
き
ず
い
た
田
村
宗
立
、
鹿

子
木
孟
即
、
伊
藤
快
彦
や
浅
井
に

指
導
を
う
け
た
梅
原
寵
三
郎
、
安

井
曾
太
郎
、
足
立
源
一
郎
、
斎
藤

与
里
、
津
田
高
槻
、
黒
田
重
太
郎
、

霜
鳥
之
彦
ら
の
作
品
を
一
堂
に
あ

っ
め
、
反
古
展
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の

流
れ
の
礎
を
き
ず
い
た
と
い
わ
れ

る
浅
井
の
業
績
を
ふ
り
か
え
る
。

●
浅
井
移
住
前
の
京
都
洋
画

明
治
二
十
八
年
京
都
で
二
つ
の

大
き
を
博
覧
会
が
開
か
れ
た
。
黒

田
清
輝
の
裸
体
画
「
朝
版
」
が
出

品
さ
れ
議
論
を
よ
ん
だ
第
四
回
内

国
博
覧
会
と
京
都
美
術
協
会
が
開

催
し
た
第
一
回
新
吉
美
術
展
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
大
衆
の
洋

画
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
ま

た
新
吉
美
術
展
が
毎
年
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
、
京
阪
の
洋
画

家
が
一
体
と
な
り
、
関
西
美
術
会

結
成
の
機
運
が
う
ま
れ
た
。

関
西
美
術
会
は
明
治
三
十
四
年

に
発
足
し
、
会
頭
に
中
沢
岩
大
、

委
員
に
は
、
田
村
宗
立
(
一
八
里
で
一
九

一
八
一
、
伊
藤
快
彦
二
八
一
へ
七
⊥
九
秦
)
、

小
笠
原
豊
涯
二
八
七
?
?
)
、
牧
野

克
次
一
一
尖
四
⊥
九
四
二
一
ら
が
名
を
つ

だ
つ
ね
て
い
ー
る
。

同
年
第
一
回
の
批
評
会
と
関
西

美
術
会
展
が
開
か
れ
た
が
、
ま
だ

内
容
に
乏
し
く
、
東
京
美
術
学
校

や
明
治
美
術
会
か
ら
の
協
賛
出
品

に
補
を
か
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
現
状
下
の
翌
年
三
十
五
年
、
浅

井
息
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

関
西
美
術
会
は
若
い
画
家
た
ち
を

リ
ー
ド
す
る
指
導
者
を
得
て
、
発

展
す
る
こ
と
と
在
っ
た
の
で
あ
る
。

京
都
高
等
工
芸
学
校

明
治
三
十
三
年
よ
り
西
洋
画
研

究
の
た
め
二
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
留

学
に
文
部
省
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い

た
浅
井
息
は
、
パ
リ
で
京
都
高
等

工
芸
学
校
の
設
立
委
員
と
し
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
工
芸
学
校
視
察
に
き

て
い
た
中
沢
岩
太
に
出
会
い
、
新

設
校
教
授
に
懇
望
さ
れ
、
明
治
三

十
五
年
東
京
美
術
学
校
教
授
を
辞

任
し
て
、
京
都
に
移
住
し
た
。

京
都
高
等
工
芸
学
校
に
著
任
し

た
浅
井
は
、
図
案
科
の
図
画
実
習

と
色
染
科
の
自
在
画
を
う
け
も
ち

指
導
し
た
。
「
ま
ず
絵
が
描
け
な

け
れ
ば
図
案
な
ど
で
き
る
も
の
で

は
な
い
一
と
い
う
浅
井
の
教
育
方

針
に
よ
っ
て
、
授
業
に
水
彩
画
が

用
い
ら
れ
、
裔
鳥
之
彦
二
分
茜
̃
)

聞
部
時
雄
二
八
八
五
⊥
九
六
六
一
長
谷
川

良
雄
二
八
年
一
画
二
)
等
が
輩
出
し
た
。

霜
鳥
之
彦
と
間
部
時
雄
は
第
一

期
の
卒
業
生
で
あ
る
。
霜
鳥
は
卒

業
後
牧
野
克
次
助
教
授
に
同
行
し

渡
米
、
大
正
十
年
高
等
工
芸
学
校

教
授
に
就
任
、
翌
年
渡
仏
し
て
シ

ャ
ル
ル
・
ゲ
ラ
ン
に
学
び
、
帰
国

後
は
教
授
と
し
て
後
身
の
育
成
に

つ
と
め
た
。

間
部
は
卒
業
後
関
西
美
術
院
に

入
り
、
明
治
三
十
九
年
同
院
助
教

授
と
在
っ
た
。
の
ち
渡
欧
し
、
帰

国
後
は
東
京
に
住
み
白
日
会
々
貝

と
し
で
帝
展
・
文
展
で
活
躍
し
た
。

長
谷
川
は
第
二
回
卒
業
生
で
、

在
学
中
か
ら
注
目
さ
れ
た
が
、
生

涯
を
通
じ
特
に
画
壇
的
交
渉
を
も

た
を
か
っ
た
。
し
か
し
、
水
彩
画

家
と
し
て
終
始
し
た
長
谷
川
の
画

風
は
浅
井
の
画
風
を
よ
く
う
け
つ

い
で
い
る
代
表
的
な
一
人
で
あ
る
。

聖
議
院
洋
画
研
究
所

浅
井
の
京
都
移
住
以
来
、
洋
画

を
志
す
も
の
が
増
え
、
明
治
三
十

六
年
こ
れ
を
機
に
桜
井
忠
剛
、
伊

藤
快
彦
、
牧
野
克
次
ら
の
家
塾
を

合
併
し
、
浅
井
の
自
宅
を
改
造
し

た
聖
議
院
洋
画
研
究
所
が
開
設
さ

れ
た
。
浅
井
を
中
心
に
、
田
村
宗

立
、
伊
藤
、
牧
野
、
都
鳥
英
喜
二

八
七
三
⊥
九
四
三
号
が
指
導
に
当
り
、
そ

の
後
鹿
子
木
孟
郎
二
八
七
四
⊥
九
四
二

が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
、
そ
れ

に
加
わ
っ
た
。
京
都
に
お
け
る
は

じ
め
て
の
洋
画
研
究
施
設
で
あ
㌔

田
村
春
立
は
、
東
京
の
川
上
冬

涯
や
高
橋
由
一
と
も
く
ら
べ
ら
れ

る
、
京
都
に
お
け
る
洋
画
草
創
期

の
第
一
人
者
で
あ
る
。
初
め
は
仏

画
を
描
い
て
い
た
が
、
油
絵
の
存

在
を
知
っ
て
か
ら
、
米
国
人
ボ
ー

ル
ド
ウ
ィ
ン
、
ド
イ
ツ
人
ラ
ン
ケ

ッ
ク
ら
に
油
絵
を
学
び
、
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
を
た
ず
ね
技

法
を
修
得
し
た
。
明
治
十
四
年
京

都
府
画
学
校
西
京
の
教
師
と
し
て

●

多
く
の
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。

浅
井
が
深
く
尊
敬
し
て
い
た
人
物

で
あ
る
。

伊
藤
快
彦
は
冷
菓
若
王
子
神
社

の
神
職
の
家
に
生
ま
れ
、
田
村
宗

立
に
教
え
を
う
け
た
後
、
上
京
し

て
小
山
正
太
郎
、
原
田
直
次
郎
に

学
ん
だ
。
明
治
二
十
六
年
京
都
で

家
塾
鐘
美
会
を
開
き
、
中
林
傍
、

加
藤
源
之
助
が
門
下
に
い
た
。
梅

原
龍
三
郎
も
十
一
才
頃
教
え
を
う

け
た
こ
と
が
あ
る
。
の
ち
関
西
美

術
院
の
創
立
や
経
営
に
あ
た
り
、

晩
年
は
鹿
子
木
辞
任
後
空
席
と
な

っ
て
い
た
院
長
の
職
を
継
ぎ
、
昭

和
十
一
年
七
十
才
で
辞
任
す
る
ま

で
の
長
い
間
京
都
洋
画
壇
に
貢
献

し
た
。

牧
野
克
次
は
日
本
画
を
守
住
貫

魚
に
、
洋
画
を
勇
魚
に
学
ん
だ
が

そ
の
後
洋
画
を
志
し
て
小
山
正
太

郎
の
不
園
舎
に
入
っ
た
。
静
岡
県

尋
常
師
範
学
校
の
助
教
授
を
つ
と

め
た
後
、
大
阪
工
業
学
校
助
教
授

と
争
っ
た
。
京
都
高
等
工
芸
学
校

開
校
準
備
の
た
め
京
都
に
移
住
、

明
治
三
十
五
年
同
校
助
教
授
に
任

命
さ
れ
た
。
移
住
後
間
も
な
く
家

塾
を
開
い
た
が
、
そ
の
門
下
に
は

新
井
謹
也
、
榊
原
一
広
、
国
松
桂
一

薄
ら
が
い
た
。
明
治
三
十
九
年
霜
へ

鳥
と
共
に
渡
米
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
美
術
学
校
.
に
っ
と
め
た
。

桜
井
息
剛
は
尼
崎
藩
主
の
末
裔

ー
2
葛



みる・かたる・つくる-

で
、
川
村
満
雄
に
学
び
、
東
京
府

工
芸
品
共
進
会
で
浅
井
と
共
に
妙

技
二
等
貨
を
授
賞
す
る
な
ど
活
跳

し
、
そ
の
後
大
阪
に
も
ど
っ
た
が

関
西
美
術
会
結
成
の
時
は
京
都
の

作
家
と
し
て
参
画
し
て
い
る
。
郷

里
に
帰
り
尼
崎
市
長
と
な
っ
た
た

め
、
画
壇
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。

こ
の
様
に
聖
議
院
洋
画
研
究
所

は
、
す
ぐ
れ
た
指
導
者
が
集
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
聖
護
院
洋
画
研
究

所
に
学
ん
だ
人
た
ち
に
は
、
安
井

曾
太
郎
(
一
八
八
八
⊥
九
五
重
、
梅
原
龍

三
郎
(
一
八
八
今
)
、
加
藤
源
之
助
(
一

八
八
?
元
冥
一
、
中
林
傍
(
一
会
今
元

圭
一
、
新
井
謹
也
二
八
八
四
̃
一
九
三
ハ
一
、

榊
原
一
広
二
八
八
一
-
二
九
里
一
、
沢
部

活
五
郎
一
六
八
四
̃
元
六
四
一
、
回
松
珪

藻
(
一
八
八
四
⊥
九
三
一
、
田
中
志
奈
子

な
ど
が
い
る
。

加
藤
源
之
助
は
、
浅
井
の
画
風

を
継
承
す
る
優
れ
た
水
彩
画
家
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
家
業
を
継
い
だ
た
め
画

家
と
し
て
生
涯
を
終
え
な
か
っ
た
。

中
林
傍
は
お
そ
ら
く
門
下
中
最

も
古
く
か
ら
画
家
と
し
て
活
動
し

て
お
り
、
浅
井
に
学
ぶ
以
前
か
ら

京
都
美
術
協
会
展
を
ど
で
活
躍
、

水
彩
画
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

が
、
大
正
六
年
松
本
高
等
女
学
校

教
師
と
な
っ
て
か
ら
は
画
壇
か
ら

遠
ざ
か
っ
た
。

ま
た
、
芝
千
秋
二
八
圭
⊥
九
実
)
、

●

小
川
千
郷
瓦
二
八
八
千
一
室
こ
、
久
保

井
翠
桐
へ
一
八
宍
̃
?
一
、
杉
浦
香
峰

と
い
っ
た
日
本
画
を
学
ん
で
い
た

人
た
ち
も
浅
井
を
慕
っ
て
入
所
し

た
。
し
か
し
浅
井
は
彼
ら
が
洋
画

に
転
向
す
る
こ
と
を
喜
ば
ず
、
む

し
ろ
洋
画
の
研
究
が
日
本
画
制
作

の
役
に
立
つ
事
を
望
み
指
導
し
た
。

芝
千
秋
、
小
川
千
苑
瓦
ろ
ば
、
明

治
三
十
九
年
革
新
的
な
日
本
画
研

究
団
体
で
あ
る
丙
午
会
を
結
成
し

た
。
小
川
は
の
ち
南
画
で
活
躍
し
、

芝
は
晩
年
は
図
案
の
制
作
を
多
く

し
た
。

お
く
れ
て
黒
田
重
太
郎
一
天
生
十

一
九
七
〇
一
、
西
川
純
一
一
八
八
六
̃
一
九
七
四
一
、

田
中
韓
之
助
一
六
八
九
⊥
九
叩
き
ら
が

入
所
し
た
が
、
そ
の
頃
、
の
ち
に

岸
田
劉
生
ら
と
共
に
後
期
印
象
派

の
影
響
を
う
け
て
フ
ユ
ウ
サ
ン
会

を
結
成
し
た
斎
藤
与
里
二
八
公
子
一
九

尭
)
も
鹿
子
木
の
家
塾
に
学
ぶ
か

た
わ
ら
聖
議
院
洋
画
研
究
所
に
通

っ
て
い
る
。

関
西
美
術
院

明
治
三
十
九
年
研
究
所
が
手
狭

と
を
っ
た
た
め
関
西
美
術
院
が
開

設
さ
れ
、
浅
井
は
初
代
院
長
に
就

任
し
た
。
教
授
に
は
、
伊
藤
、
都

鳥
、
鹿
子
木
が
名
を
つ
ら
ね
た
。

浅
井
の
従
弟
に
あ
た
る
都
鳥
実

害
は
千
葉
県
佐
倉
の
生
ま
れ
で
、

浅
井
の
教
え
を
う
け
、
明
治
美
術

会
の
新
進
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

た
が
、
浅
井
の
転
任
に
よ
り
京
都

に
移
住
し
、
京
都
高
等
工
芸
学
校

や
関
西
美
術
院
で
指
導
と
経
営
に

あ
た
り
、
浅
井
没
後
も
後
進
の
指

導
に
つ
と
め
た
。

鹿
子
木
孟
邸
は
松
原
三
五
郎
、

小
山
正
太
郎
に
学
び
、
明
治
三
十

三
年
渡
米
、
翌
年
パ
リ
に
渡
り
ロ

ー
ラ
ン
ス
に
学
び
、
三
十
七
年
帰

国
後
京
都
で
家
塾
室
町
画
塾
を
開

い
た
。
パ
リ
で
知
り
あ
っ
た
浅
井

の
推
挙
で
京
都
高
等
工
芸
学
校
の

諦
帥
と
な
り
、
聖
議
院
洋
画
研
究

所
の
指
導
も
し
た
。
浅
井
没
後
は

高
等
工
事
亭
学
校
講
師
を
つ
と
め
る

一
方
、
中
沢
岩
太
か
ら
継
い
で
関

西
美
術
院
長
に
就
任
、
以
後
大
正

四
年
ま
で
つ
と
め
た
。
渡
仏
の
の

ち
、
下
鴨
と
大
阪
で
ア
カ
デ
ミ
ー

鹿
子
木
塾
を
開
い
た
。

こ
の
関
西
美
術
院
で
は
、
研
究

所
か
ら
移
っ
た
人
々
の
他
、
寺
松

国
太
郎
二
八
七
六
⊥
九
四
三
一
、
津
田
青

桐
一
六
人
?
一
九
英
一
、
足
立
源
一
郎

二
八
八
九
⊥
九
七
三
一
ら
が
学
ん
で
い
る
。

こ
の
美
術
院
は
現
代
ま
で
存
続
し

関
西
は
言
う
に
お
よ
は
ず
、
日
本

の
洋
画
を
り
-
ド
し
た
幾
多
の
作

家
を
輩
出
し
続
け
て
い
る
。

以
上
の
様
に
、
本
展
覧
会
で
は
、

浅
井
の
京
都
時
代
の
約
五
年
余
の

作
品
を
は
じ
め
、
浅
井
と
共
に
京

●

都
洋
画
の
基
礎
を
築
い
た
先
達
者

た
ち
、
あ
る
い
は
浅
井
に
指
導
を

う
け
た
数
多
く
の
逸
材
の
作
品
を

一
堂
に
展
示
し
、
浅
井
が
京
都
洋

画
に
果
た
し
た
役
割
と
功
績
を
再

評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

同
時
に
、
浅
井
の
生
涯
を
よ
り
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
資
料
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
、
日
記
等
も
展
示
す
る
。
特
に

京
都
時
代
で
は
図
案
を
中
心
に
、

日
本
画
、
彫
塑
を
ど
の
多
面
的
な

活
躍
を
紹
介
し
た
い
。

茜
臆
圏

昭
和
5
6
年
1
 
2
月
5
日
的
-
昭
和

5
7
年
1
月
1
 
7
日
㈲

開
館
時
問
は
、
午
前
9
時
-
午

後
4
時
0
0
分

月
曜
日
・
年
末
年
始
(
1
 
2
月
2
6

臼
̃
1
月
4
日
)
は
休
館

田
園
昭

大
人
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇
円
)

大
・
高
生
二
〇
〇
円
(
一
〇
〇

円
)
中
・
小
生
一
〇
〇
円
(
五

〇
円
)

(
)
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体

料
金

美
術
講
演
会

特
別
展
に
伴
い
美
術
諮
演
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

演
題

京
都
時
代
の
浅
井
息

蒲
郡

杉
本
秀
太
郎
氏
(
京
都
女

子
大
学
教
授
)

日
時

1
 
2
月
1
 
3
日
㈲

午
後
2
時

よ
り

無
料

会
場

千
葉
県
立
美
術
館

共
催

千
葉
県
美
術
会

房
総
芸
術
文
化
協
会

美
術
を
語
る
会

展
覧
会
に
つ
い
て
、
「
語
り
合

い
」

の
中
か
ら
、
作
家
や
作
品
に

つ
い
て
の
知
識
や
理
解
を
深
め
る

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

話
題

「
浅
井
の
遺
業
」

話
題
提
供
者

高
橋
在
久
(
千
葉

県
立
美
術
館
長
)

日
時

1
月
1
0
日
㈲

午
後
2
時

よ
り

無
料

会
場

千
葉
県
立
美
術
館

伊
藤
快
彦
「
厨
の
春
」



浅
井
忠
の
京
都
転
任
考

高

橋

在

久

-みる・かたる・つくる

浅
井
息
は
明
治
三
十
三
年
(
一

九
〇
〇
)
に
東
京
美
術
学
校
教
授

と
し
て
、
文
部
省
か
ら
フ
ラ
ン
ス

に
派
遣
さ
れ
留
学
し
た
。
「
西
洋

画
の
研
究
ノ
タ
メ
」
で
、
二
月
二

十
八
日
に
東
京
を
出
発
し
、
明
治

三
十
五
年
八
月
二
十
一
日
に
東
京

に
帰
着
し
て
い
る
。

普
通
を
ら
ば
東
京
美
術
学
校
に

当
然
帰
任
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
帰

国
早
々
に
新
設
の
京
都
高
等
工
芸

学
校
教
授
に
転
任
し
て
し
ま
っ
た
。

な
ぜ
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
っ
た

の
か
。
「
浅
井
息
事
の
美
術
史
」
で

は
重
要
を
問
題
で
あ
る
が
、
先
学

が
一
応
結
納
を
解
明
し
て
く
れ
て

い
る
。
要
旨
を
あ
げ
る
と
、
浅
井

が
留
学
中
の
パ
リ
で
、
京
都
高
等

工
芸
学
校
設
立
委
員
で
初
代
校
長

に
な
っ
た
中
沢
岩
大
博
士
と
出
会

い
、
絵
画
教
育
で
意
気
投
合
し
た

結
果
だ
と
い
う
。
一
部
の
論
評
に

は
、
東
京
で
の
黒
田
清
輝
と
の
対

立
説
が
背
景
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
特
別
版
の
企
画
中
に
、
京
都

転
任
の
原
鳳
寮
を
考
え
る
機
会
が

あ
っ
た
の
で
、
概
要
を
お
伝
え
し

た
い
。

浅
井
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
の
明

治
三
十
四
年
九
月
十
三
日
付
け
で

弟
の
達
三
あ
て
に
一
週
の
手
紙
を

書
い
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
画
壇

を
群
れ
る
こ
と
の
好
き
な
気
の
小

さ
な
連
中
で
、
蝿
牛
角
上
の
争
い

を
続
け
る
社
会
と
い
っ
て
愛
想
を

つ
か
し
、
党
派
心
の
を
い
潔
癖
を
、

大
道
を
往
く
気
概
を
見
せ
、
フ
ラ

ン
ス
で
得
た
国
際
的
を
美
術
観
を

あ
げ
、
自
己
否
定
的
を
感
想
ま
で

書
い
て
い
る
。

こ
の
手
紙
を
書
い
た
時
は
、
す

で
に
中
沢
岩
大
博
士
と
出
会
い
、

京
都
へ
移
住
し
て
新
設
の
学
校
で

の
自
律
を
決
断
後
で
あ
っ
た
。
私

は
原
風
景
論
の
立
場
か
ら
、
浅
井

の
京
都
転
任
に
至
る
ま
で
の
心
憎

を
探
っ
た
が
、
ど
う
や
、
皇
一
つ
の

原
体
験
が
京
都
転
任
に
作
用
し
て

い
る
と
思
う
に
至
っ
た
。

浅
井
は
佐
倉
串
将
門
で
、
文
久

三
年
(
一
八
六
三
)
か
ら
明
治
六

年
(
一
八
七
三
)
ま
で
の
、
十
年

間
を
佐
倉
蒲
士
族
と
し
て
生
活
し

た
。
特
に
明
治
維
新
を
間
に
体
験

し
を
が
ら
成
人
し
た
が
、
こ
こ
で

少
年
期
の
浅
井
は
権
力
の
も
ろ
さ

●

と
む
な
し
さ
に
開
眼
し
た
。
従
っ

て

「
宰
相
と
在
り
て
大
政
を
携
る
」

こ
と
を
周
辺
か
ら
期
待
さ
れ
な
が

ら
、
権
力
に
遠
い
画
界
に
身
を
投

じ
反
権
力
、
反
中
央
の
歩
み
を
始

め
て
い
る
。
こ
の
思
想
の
反
映
で

あ
る
画
業
は
生
涯
不
変
で
あ
っ
た
。

浅
井
が
明
治
三
十
三
年
(
一
九

〇
〇
)
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た

こ
ろ
は
、
「
新
し
い
美
術
」
を
意
味

す
る
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
運
動

の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。
流
れ
る
よ

う
な
曲
線
美
を
強
調
し
た
こ
の
芸

術
様
式
の
、
パ
リ
で
の
推
進
者
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
ビ
ン
グ
と
会
い
、
鯖

取
に
努
め
、
「
ぐ
り
ぐ
り
式
」
と

呼
ん
だ
。
浅
井
は
優
れ
た
フ
ラ
ン

ス
美
術
を
見
て
反
省
し
て
い
た
シ

ョ
ッ
ク
の
な
か
で
、
活
路
と
も
い

う
べ
き
可
能
性
を
自
覚
し
、
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
へ
の
共
鳴
と
制

作
表
現
を
示
し
た
。

浅
井
の
京
都
転
任
は
中
沢
岩
太

博
士
と
の
出
会
い
が
端
緒
に
在
っ

た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し

か
し
決
断
の
基
礎
に
を
っ
た
原
風

景
に
は
、
浅
井
が
直
面
し
た
明
治

維
新
で
自
覚
し
た
反
権
力
、
反
中

央
の
生
き
方
と
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
実
践
の
魅
力
が
、
と
も
に

大
き
く
作
用
し
て
拍
車
と
在
り
、

浅
井
に
京
都
へ
の
道
を
選
ば
せ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
の

が
私
の
意
見
で
あ
る
。
一
館
長
)

▼
胃
晴
γ
・
●
‥

"
=
。

購

入

中
西
利
雄
作

「
四
人
の
女
」
一
九
三
九
年

「
曇
り
日
の
離
宮
と
駅
」

一
九
四
七
年

中西利雄「四人の女」

「
油
絵
に
負
け
な
い
水
彩
画
」
を

追
求
し
っ
づ
け
た
、
即
ち
、
画
面

の
堅
牢
さ
と
か
、
大
き
さ
と
い
っ

た
、
い
れ
ば
物
質
的
な
条
件
の
制

約
を
除
い
て
、
芸
術
的
な
表
現
性

の
立
場
か
ら
は
、
何
ら
両
者
の
問

に
差
は
無
い
と
す
る
考
え
か
ら
、

「
絵
の
強
い
美
し
さ
」
を
水
彩
画
に

求
め
つ
づ
け
た
中
西
利
雄
(
一
九

〇
〇
̃
一
九
四
八
)
は
、
水
彩
画

の
近
代
的
革
新
者
と
し
て
不
動
の

●

位
置
を
獲
得
し
た
画
家
で
あ
る
。

昭
和
六
年
、
美
校
卒
業
後
、
足
か

け
四
年
の
滞
仏
期
間
を
経
て
帰
国

し
た
中
西
は
、
翌
年
の
日
本
水
彩

国
会
展
と
、
上
社
会
層
に
滞
欧
作

品
を
多
数
出
品
し
、
そ
の
新
鮮
な

近
代
感
覚
に
あ
ふ
れ
る
魅
力
で
多

く
の
人
々
を
と
ら
え
た
。
中
西
が

独
白
の
様
式
を
身
に
つ
け
る
よ
う

に
在
っ
た
の
は
、
こ
の
滞
欧
中
、

昭
和
四
年
秋
頃
に
始
ま
る
と
見
ら

れ
て
い
る
。
昭
和
八
年
、
中
西
は

光
風
会
貝
に
挙
げ
ら
れ
、
昭
和
九

年
の
帝
展
で
は
、
後
藤
工
志
以
来

久
し
ぶ
り
に
水
彩
画
に
よ
る
特
選

を
受
賞
し
た
。
五
十
号
の

「
優
駿

出
場
」
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
年
、

帝
展
改
組
に
反
発
し
て
開
か
れ
た

第
二
部
会
展
で
も
、
大
作
「
婦
人

帽
子
店
」
で
特
選
を
受
賞
し
た
。

昭
和
十
一
年
五
月
、
日
動
画
廊

で
の
個
展
は
、
帰
国
後
の
中
西
の

旺
盛
な
制
作
意
欲
の
展
開
を
世
に

問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
品

作
は
、
こ
れ
ま
で
の
水
彩
画
が
な

し
得
を
か
っ
た
自
由
を
、
近
代
的

な
表
現
に
よ
っ
て
、
モ
チ
ー
フ
に

お
い
て
も
、
作
品
の
大
き
さ
に
お

い
て
も
、
絵
の
強
さ
に
お
い
で
も

優
に
油
絵
に
比
肩
し
う
る
も
の
で

ー
4
-



あ
っ
た
。
こ
の
年
、
帝
展
改
革
の

な
ま
ぬ
る
さ
、
保
守
性
に
あ
き
た

ら
を
か
っ
た
中
西
は
、
猪
熊
弦
一

郎
、
小
磯
良
平
、
脇
田
和
を
ど
の

同
志
と
、
芸
術
運
動
の
純
粋
化
を

唱
え
て
、
新
制
作
派
協
会
を
結
成

し
た
。

新
収
蔵
の
「
四
人
の
女
」
は
、
そ

の
第
四
回
展
に
出
品
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
十
月
、
中
西
は

四
十
七
歳
の
若
さ
で
惜
し
ま
れ
つ

つ
こ
の
世
を
去
っ
た
。

「
曇
り
日
の
離
宮
と
駅
」
は
、
死

の
前
年
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。

水
絵
具
と
い
う
材
質
に
も
と
づ

く
表
現
上
の
制
約
を
、
水
彩
画
本

来
の
透
明
画
法
に
、
不
透
明
画
法

を
混
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
乗
り

越
え
、
独
自
の
画
面
を
つ
く
り
あ

げ
た
の
が
中
西
の
「
水
絵
」
で
あ

っ
た
。

玄
関
前
の
浅
井
息
像
、
そ
し

て
本
館
の
玄
関
ホ
ー
ル
左
側
の

中
庭
に
大
須
賀
力
氏
の
制
作
に

か
か
る
「
椅
子
の
女
」
と
題
す

る
乙
女
像
が
据
え
ら
れ
お
り
、

来
館
し
た
方
々
を
お
迎
え
し
て

い
て
好
評
で
あ
る
。
こ
の
ブ
ロ

ン
ズ
像
は
、
昭
和
五
十
年
、
氏

の
六
十
九
才
の
と
き
の
作
品
で
部

あ
る
。

大
須
賀
氏
は
東
京
神
田
の
生

ま
れ
だ
が
、
昭
和
の
は
じ
め
か

ら
市
川
の
中
山
法
華
経
寺
内
に

移
り
住
み
、
こ
こ
を
根
城
と
し

て
今
日
も
な
お
、
か
く
し
ゃ
く

と
し
て
制
作
活
動
を
続
け
て
い

る
。

氏
の
歩
み
は
一
貫
し
て
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
を
具
象
彫
塑
で
あ

り
、
そ
の
中
で
漸
次
、
独
自
の

作
風
を
形
成
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

氏
は
昭
和
五
年
(
一
九
三
〇
)

東
京
美
術
学
校
(
現
芸
大
)
在

学
中
に
帝
展
に
初
入
選
す
る
と

い
う
業
績
を
示
し
、
卒
業
後
は

さ
ら
に
建
畠
大
夢
に
師
事
し
て

研
さ
ん
を
重
ね
、
昭
和
七
年
の

第
十
三
回
」

展
で
は
、
若
干
二

に
し
て

「
首
飾
り
の

女
」
で
特
選
に
え
ら
ば
れ
て
い

る
。以

来
、
帝
展
、
新
文
展
、
日

展
を
舞
台
に
数
多
く
の
作
品
を

発
表
し
て
注
目
を
浴
び
、
昭
和

二
十
四
年
以
降
は
、
ず
っ
と
日

展
審
査
員
と
し
て
、
ね
が
国
の

中西利雄「曇り日の離宮と駅」

大須賀カ「椅子の女」

彫
塑
界
を
リ
ー
ド
し
、
現
在
は

日
展
評
議
員
と
し
て
重
き
を
を

し
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
の
日
展
出
品

作
「
手
を
挙
げ
た
女
」
は
文
化

庁
買
上
げ
と
な
り
、
四
十
八
年

出
品
の

「
或
る
ポ
ー
ズ
」
に
よ

り
内
閥
総
理
大
臣
賞
が
あ
た
え

ら
れ
た
。

昭
和
六
年
の
美
校
同
期
生
か

ら
は
日
本
画
の
東
山
魁
夷
、
橋

本
明
治
、
加
藤
栄
三
を
ど
逸
材

が
輩
出
し
て
い
る
こ
と
も
興
味

の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
氏
の
業
績
と
し
て
忘
れ

る
こ
と
が
出
来
老
い
の
は
千
葉

県
美
術
会
の
結
成
と
育
成
に
終

始
一
貫
献
身
的
な
努
力
を
尽
く

し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

紆
余
曲
折
を
経
て
昭
和
十
一

年
四
月
に
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た

千
葉
県
美
術
協
会
の
第
一
回
展

の
記
録
に
は
彫
塑
部
門
の
出
品

者
は
、
大
須
賀
力
、
大
野
信
義
、

藤
野
天
光
、
米
倉
峯
光
の
四
民

と
な
っ
て
い
る
。
本
年
度
県
展

の
彫
塑
部
門
で
は
会
員
、
公
募

を
含
め
て
八
十
七
点
を
数
え
る

ま
で
大
き
く
在
っ
て
き
た
。
氏

の
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈

念
し
て
等
を
お
く
。(

安
増

順
)

美
術
館
に
行
っ
て

小
・
五

西
島
研
一

美
術
館
は
、
絵
を
見
る
の
に
一

番
良
い
温
度
に
し
た
り
、
絵
を
見

や
す
い
よ
う
に
展
示
し
た
り
、
い

ろ
い
ろ
を
苦
労
を
し
て
ぼ
く
た
ち

見
学
者
の
健
を
図
っ
て
い
る
。

絵
と
い
う
の
は
、
見
て
い
る
と

絵
の
中
に
作
者
の
気
持
ち
が
浮
ん

で
く
る
。
そ
れ
も
、
遠
く
か
ら
見

る
と
よ
く
浮
ん
で
く
る
よ
う
だ
。

た
だ
の
絵
で
も
、
よ
く
見
る
と
た

だ
の
絵
で
は
な
い
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
。
絵
と
い
う
の
は
遊
び
半
分

に
見
る
の
で
は
牽
く
、
心
を
注
い

で
見
る
も
の
だ
と
思
っ
た
。

い
ち
ば
ん
び
っ
く
り
し
た
の
は
、

三
品
も
あ
る
よ
う
な
大
き
を
絵
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
せ
い
ぜ
い

一
正
く
ら
い
の
絵
し
か
見
て
い
を

い
ぼ
く
に
は
、
恐
竜
よ
り
も
大
き

い
く
ら
い
に
感
じ
ら
れ
た
。
先
生

の
話
に
よ
る
と
、
も
っ
と
大
き
い

絵
も
あ
る
と
い
う
。
そ
ん
を
絵
も

見
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
ん
ど
は

ば
か
の
美
術
館
に
も
行
っ
て
み
た

く
な
っ
た
。

○
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
も
こ
の
コ
ー
ナ

ー
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
o

-
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みる・かたる・つくる

◎
第
二
回
美
術
講
演
会

特
別
展
「
浅
井
忠
と
京
都
洋

画
壇
の
人
々
」
に
伴
い
、
本
年

度
第
二
回
美
術
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
期
日

1
 
2
月
1
3
日
㈲

・
時
間

午
後
2
時
̃
3
時
半

・
演
題

京
都
時
代
の
浅
井
息

・
講
師

杉
本
秀
太
郎
氏
(
京

都
女
子
大
学
教
授
)

◎
第
五
回
美
術
を
語
る
会

・
期
日

1
月
1
0
日
㈲

・
時
間

午
後
2
時
-
3
時
半

・
テ
ー
マ

浅
井
息
の
偉
業

・
話
題
提
供
者

本
館
館
長

◎
版
画
入
門
講
座

エ
ッ
チ
ン
グ

(
銅
版
)
、
ア

ク
ア
チ
ン
ト
等
の
基
礎
的
な
技

法
を
学
習
す
る
。

・
期
日

1
月
2
4
日
・
2
5
日

2
月
1
日
・
1
4
日

2
1
日
・
2
8
日

・
講
師

深
沢
幸
雄
氏

・
申
込
締
切

1
月
9
日
脚

◎
収
蔵
作
品
展

・
会
期

1
月
2
2
日
㈱
̃
3
月

3
1
日
㈹

・
内
容

本
館
の
収
蔵
作
品
、

及
び
関
連
資
料

◎
第
十
五
回
現
代
美
術
選
抜
展

・
会
期

1
月
2
9
日
㈱
̃
2
月

n
日
㈹

・
内
容

各
美
術
団
体
が
中
央

に
お
い
て
開
催
し
た

団
体
展
の
受
賞
作
品

を
一
堂
に
展
示
す
る
。

◎
団
体
展
(
1
 
2
月
-
2
月
)

・
屈
折
の
養
分
展

1
2
●
1
-
1
2
●
6

・
第
1
回
日
本
春
秋
書
院
千
葉

県
書
道
連
盟
展

1
2
・
1
̃
1
2
・
6

・
第
2
6
回
こ
ど
も
県
展

1
2
・
8
-
1
2
・
2
0

・
第
1
 
7
回
登
龍
社
・
宮
坂
会
書

初
展

千
葉
県
大
学
美
術
連
盟
展

・
第
4
回
千
葉
展

1
●
宣
2
-
1
●
2
4

・
親
子
絵
画
展

1
・
2
6
̃
1
・
3
1

・
葉
美
会
展

1
●
2
6
-
2
・
1

・
第
3
4
回
千
葉
県
小
中
学
校
書

初
展
覧
会

2
・
2
̃
2
・
づ
l

来

館

者

目

誌

抄

●
講
演
会
・
語
る
会

特
別
展
「
肉
筆
浮
世
絵
屡
」
に

伴
う
第
一
回
美
術
講
演
会
が
去
る

九
月
二
十
日
、
講
師
に
山
口
桂
三

郎
氏
(
立
正
大
学
教
授
)
を
招
い

て
開
か
れ
、
肉
筆
浮
世
絵
の
芸
術

的
意
義
や
本
展
の
代
表
的
作
家
や

作
品
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
四
回
美
術
を
語
る
会

が
去
る
十
月
三
日
に
行
お
れ
、
浮

世
絵
研
究
家
の
長
野
方
治
氏
よ
り

話
題
提
供
さ
れ
た
が
、
講
演
会
、

語
る
会
と
も
多
く
の
浮
世
絵
フ
ァ

ン
が
集
い
、
好
評
の
う
ち
に
終
了

し
た
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

本
年
度
で
第
五
回
を
数
え
る
千

葉
県
移
動
美
術
館
が
、
流
山
市
郷

土
資
料
館
と
八
日
市
場
市
中
央
公

民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
作
品
や

作
家
に
関
す
る
解
説
会
が
行
わ
れ

た
。
日
頃
の
研
修
の
成
果
を
発
表

す
る
最
初
の
機
会
で
も
あ
り
、
解

説
す
る
方
は
た
い
へ
ん
緊
張
し
て

い
た
が
、
結
果
は
を
か
を
か
の
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
八
日
市
場
市

中
央
公
民
館
で
は
、
出
品
作
家
の

大
川
遣
一
氏
に
よ
る
作
品
解
説
も

行
れ
れ
た
。

9
月010

0
ん
一420

1
0
月123141

軸
‖
=2322825 24

永
田
生
慈
氏
、
長
野
方
治

氏
(
太
田
記
念
美
術
館
)

障
害
者
が
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
運
動
千
葉
市
実
行

委
員
会
人
名

埼
玉
県
立
美
術
館
準
備
室

よ
り
三
名

習
志
野
市
立
図
書
館
長

N
H
K
、
特
別
展
を
取
材

三
重
県
教
育
委
員
会
美
術

館
建
設
準
備
室
二
名

カ
ナ
ダ
大
使
館
よ
り
一
名

浅
見
喜
舟
氏
、
笹
岡
了
一

氏
、
遠
藤
燵
郎
氏
、
田
中

穣
氏
、
中
村
健
三
郎
氏
、

成
素
姓
耕
氏
、
野
口
貞
子
氏

渡
辺
学
氏
、
横
田
鰹
士
氏

中
西
富
江
他
一
名

県
知
事
特
別
展
を
観
覧

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物

館
よ
り
来
館

福
井
県
立
美
術
館
よ
り
作

品
借
用
の
た
め
来
館

県
教
育
長
県
展
を
観
覧

松
澤
茂
雄
氏

熊
本
県
立
美
術
館
副
館
長

他
一
名

千
代
倉
桜
舟
氏

●

9
月4

ヽ
i
"
▲7

‖
‖
"0

1
0
月3572014 1042

軸
‖
‖3

n
月l

美
術
館
・
博
物
館
学
芸
課

長
会
議

同
和
教
育
研
修
会

講
演
会

「
肉
筆
浮
世
絵
の

魅
力
」
(
山
口
桂
三
郎
氏
)

友
の
会
秋
の
旅
行
(
栃
木

方
面
)

美
術
館
協
議
会

千
葉
県
移
動
美
術
館
は
じ

ま
る

(
於
流
山
市
郷
土
資

料
館
)

日
本
画
入
門
講
座

特
別
展
最
終
日

県
展
準
備
の
た
め
臨
時
休

館
・
二
十
三
日
ま
で

第
三
十
三
回
県
展
開
幕

県
展
解
説
会
(
工
芸
部
門
)

県
展
解
説
会
(
書
部
門
)
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浅井 忠自作印

(原寸)


